
地
域
で
の

　
連
携
が
不
可
欠

く
、
最
後
ま
で
和
気
あ
い
あ
い
と

進
み
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。
総

勢
74
人
で
参
加
し
た
片
品
支
部
は

団
体
優
勝
が
５
回
目
と
な
り
、
し

っ
か
り
し
た
体
制
づ
く
り
が
結
果

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
休
憩
時

間
を
利
用
し
た
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に

は
延
べ
約
２
０
０
人
。
特
設
窓
口

で
は
竣
工
記
念
に
ふ
さ
わ
し
く
多

く
の
増
資
協
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
を
め
ど
に
各
自
治
体
で
は
、
介
護
保
険
か
ら
要
支
援
1
・
2
の
訪
問
介

護
と
通
所
介
護
が
市
町
村
の
地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
て
準
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
に
続
き
み
な
か
み
町
と
の
自
治
体
懇
談
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
地
域
で
安
心
し

て
住
み
続
け
る
た
め
の
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
た
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

整
備
目
標
数
は
、
沼
田
圏
域
で
平

成
29
年
度
に
広
域
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
60
床
、
地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
40
床
と
な
っ

て
い
る
▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
他
の
施
設
よ
り
低
料
金
で
利
用

で
き
、
介
護
度
が
高
く
経
済
的
に

も
自
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
人
が

優
先
的
に
入
所
と
な
り
、
食
事
・

入
浴
、
排
泄
等
の
介
護
や
療
養
上

の
世
話
が
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
原

則
終
身
利
用
が
可
能
で
あ
る
▼
全

国
的
に
も
待
機
者
が
52
万
人
と
多

い
。
沼
田
圏
域
で
も
約
１
２
０
０

人
、
沼
田
市
で
も
約
５
０
０
人
の

方
が
待
機
し
て
い
る
▼
１
９
９
８

年
に
は
、
当
生
協
は
社
会
福
祉
法

人
設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
特

養
建
設
に
応
募
し
た
が
、
選
定
に

至
ら
な
か
っ
た
▼
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
は
地
方
公
共
団
体
、
ま
た

は
社
会
福
祉
法
人
の
み
が
設
置
で

き
る
。
利
根
保
健
生
協
は
生
協
法

人
の
た
め
設
置
で
き
ず
、
建
設
す

る
た
め
に
は
、
新
た
に
社
会
福
祉

法
人
の
立
ち
上
げ
が
必
要
と
な
る

▼
法
律
上
も
違
い
、
生
協
法
人
は

消
費
生
活
協
同
組
合
法
で
あ
り
、

社
会
福
祉
法
人
は
、
社
会
福
祉
法

に
よ
り
、
社
会
・
地
域
の
福
祉
の

発
展
・
充
実
を
使
命
と
し
て
い
る

▼
今
後
、
県
・
市
町
村
の
募
集
に

応
募
し
選
定
さ
れ
る
こ
と
が
建
設

の
条
件
と
な
る
。
新
病
院
が
９
月

に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
た
め
、
現
病

院
の
土
地
が
空
く
予
定
で
あ
る
。

地
域
の
方
々
の
以
前
か
ら
の
強
い

要
望
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
地

元
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
特

養
建
設
に
向
け
ぜ
ひ
選
定
さ
れ
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
事
業
部
長
・
関
） 

　

今
年
１
月
に
、
群
馬

県
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
案
（
第
六
期
）
が
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

一人は万人のために 万人は一人のために（１） 第549号2015年６月１日（毎月1回1日発行）
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☎（22）4321
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４
月
22
日（
水
）、
利
根
保
健
生

協
み
な
か
み
ブ
ロ
ッ
ク
の
組
合
員

10
人
・
職
員
8
人
と
み
な
か
み
町

か
ら
12
人
が
参
加
し
、
2
回
目
の

自
治
体
懇
談
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
国
の
新
し
い
地

域
支
援
事
業
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
設

定
に
対
し
て
「
生
協
の
意
見
」
提

出
を
う
け
て
、「
全
国
で
自
治
体

と
の
懇
談
を
始
め
ま
し
ょ
う
」
と

の
呼
び
か
け
か
ら
利
根
沼
田
・
吾

妻
の
６
市
町
村
で
懇
談
が
さ
れ
ま

し
た
。
ど
の
自
治
体
も
読
み
合
わ

せ
が
始
ま
っ
た
所
で
継
続
的
な
懇

談
を
確
認
し
た
経
過
が
あ
り
ま
し

た
。

　

み
な
か
み
町
か
ら
「
サ
ロ
ン
を

重
視
し
、
そ
こ
に
理
学
療
法
士
や

保
健
師
を
派
遣
し
て
い
る
が
限
り

が
あ
る
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
が
さ
ら
に
必
要
。
歩
い
て

い
け
る
範
囲
に
た
く
さ
ん
で
き
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
高
齢
者
が
集

ま
る
場
所
で
の
血
圧
測
定
の
要

望
」
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
協
か
ら
「
サ
ロ
ン
立
ち
上
げ

に
民
生
委
員
と
の
連
携
を
試
み
た

経
過
。
一
緒
に
立
ち
上
げ
準
備
会

が
作
れ
な
い
か
」「
高
齢
化
で
班

会
も
減
っ
て
き
た
。
情
報
の
多
様

化
で
家
か
ら
出
る
機
会
が
減
っ
た

の
も
原
因
」
な
ど
の
悩
み
を
発

言
。

　

相
互
の
課
題
を
共
有
し
、
協
力

に
向
け
た
意
見
交
換
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　

国
が
す
す
め
て
い
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
元
年
と
い
わ

れ
る
２
０
１
５
年
度
。
事
業
所
間

連
携
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
医
療

や
介
護
事
業
所
、
自
治
体
を
は
じ

め
と
し
た
様
々
な
団
体
、
個
人
と

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

生
協
が
で
き
る
こ
と
、
組
合
員

が
で
き
る
こ
と
、
自
治
体
が
で
き

る
こ
と
。
多
く
の
人
が
か
か
わ
り

こ
の
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
た
め
に
、
今
後
も
懇
談
を

か
さ
ね
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

５
月
14
日
、
み
な
か
み

町
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
「
第
７

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
４
７
６
人
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
が
進
む
に
つ
れ
、

み
ん
な
の
気
持
ち
の
高
ぶ

り
も
あ
り
気
温
も
上
昇
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
で
熱

中
症
に
負
け
る
人
も
な

　

恒
例
に
な
っ
た
利
南

支
部
が
出
店
す
る
う
ど

ん
も
好
評
で
し
た
。

成
績
（
敬
称
略
）

団
体

　

優　

勝　
片
品
支
部

　

準
優
勝　
沼
田
西
支
部

　

三　

位　
沼
田
南
支
部

個
人
　
男
子
の
部

　

優　

勝　
高
橋
文
夫

　　　　　　　　　　
（
沼
田
西
）

　

準
優
勝　
河
合
克
和

　　　　　　　　　　
（
薄　

根
）

　

三　

位　
道
渕
祐
喜（
沼
田
西
）

個
人
　
女
子
の
部

　

優　

勝　
飯
塚　

モ
ト（
片
品
）

　

準
優
勝　
長
嶋
み
つ
子（
沼
田
南
）

　

三　

位　
大
渕
す
え
子（
沼
田
北
）

特
別
賞
（
最
高
齢
者
）

　

深
津　

泉（
92
歳
・
月
夜
野
西
）

　

星
野
フ
サ（
90
歳
・
利
南
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

　

吉
野
安
治
（
利　

南
）

　

武
井
明
美
（
利　

南
）

  内覧会（8/19 ～ 21）で案内をしていただくボランティアさんを
  募集します。マニュアルを準備しますので、どなたでも大丈夫。
第 1 講座　7 月 8 日（水）または 10 日（金）のどちらかを受講
　　　　　時間は両日 14：00 ～ 15：30、場所は研修棟「講堂」
　　　　　新病院の概要、各部門の特徴などを学習
第 2 講座　8 月 7 日（金）14：00 ～ 15：30 または
　　　　　8 日（土）10：00 ～ 11：30 のどちらかを受講
　　　　　場所は新病院でシミュレーション
申込先 ･ 締切　組織部（22-2300）　６月 30 日

新病院への移転期間
8 月 29 日（土）～ 9 月 1 日（火）の 4 日間
　入院患者移送　9 月 1 日（火）
　※この期間の外来診療は急患も含め全面休診
　　 （詳しくは 8/29（土）8：30 ～ 9/2（水）8：30）
外来診療開始　9 月 2 日（水）

　内 覧 会
●組合員（申込先・締切：支部役員・組織部 22-2300、7 月 31 日）
　　8 月 19 日（水）～ 8 月 21 日（金）　受付 13：30 ～ 15：30
●一般（どなたでも内覧可能、申込不要）
　　8 月 23 日（日）受付 10：00 ～ 11：00、13：00 ～ 14：00
　　（支部出店や健康チェックなどを予定）

新病院ナビゲーター養成講座

利根中央病院の移転期間
および内覧会のお知らせ

1,707人から
3,910坪（15,640万円）

一坪増資運動
（2015年５月23日現在）

第7回グラウンド・ゴルフ大会利根中央病院
竣工記念

相
互
の
課
題
を
共
有

6 月の健康管理のポイント　６･ ７月は暑く感じる日があるものの、適温日が多い月です。湿度は高めですが、梅雨入りまで快適な日が
　　　　　　　　　　　　　多くなります。湿度・温度変化に伴う病気に注意しましょう。



平和・社会保障活動

2014年度のまとめ
　法人全体の事業収益は 71 億 6,347 万円となり、前年より 2 億 4,478 万円増
加しました。事業による剰余金は 1,986 万円、経常剰余金は 138 万円となり
ました。財務の状況は、総資産が 99 億 1,720 万円と、建設資金調達などによ
り前年より 22 億 1,527 万円増加しました。出資金は 8,169 万円増加し、14
億 5,866 万円となりました。
患者件数（実患者数）は、病院の入院、利根歯科、老健とね入所・通所、訪問

看護、ヘルパーステーション、利根中央病院居宅介護支援事業所、とね診療所、
生協みなかみ歯科で前年を超え、利用結集がすすみました。

2015年度の方針
　新病院建設計画に基づく初年度経営計画を着実に実行します。
　総合診療科はじめ強化された医師体制などによる利用結集で、収益確保を行
ないます。医療・介護・歯科の連携で、安心して住み続けられるまちづくりに
役立つ事業を組合員の運動と連携してすすめます。その際、自治体等とも連携
します。　
　カード化された組合員証「一人一枚」を合言葉に組合員加入をすすめます。

経　営　活　動

2014年度のまとめ

組合員活動
①支部間の活動交流と援助をすすめ来期の総代会を節目にブロック運営を行う

ことを確認。
②通信教育を組合員 63 人が受講し、「いのちの章典」コース受講は 29 人でした。
③沼田東、利根北、月夜野東支部で毎月支部運営委員会が開催。6 月に新治支

部を猿ヶ京・須川・新巻の 3 支部に分割、利根北支部では、たまり場「工房
池の上」を開設。

④ 60 周年記念事業の一環として、親子で参加できる「昔の遊び・ものづくり教室」
を開催し、新たな世代とのつながりを築きました。13 支部・１班会で 60 年
の歩みを学び、５支部・新治合同で１企画も開催されました。
組織活動四課題と特徴的活動
①組合員ふやしは目標 1,200 人に対し 917 人、班会開催では目標 1,000 回に

対し 856 回（実班会 556 回）、機関紙配布者ふやしでは目標 70 人に対し２
人でした。全組合員訪問をめざした年３回の月間にとりくむことで訪問活動
が活発に行われ、「きらめき増資」や「60 周年記念増資」として多くの協力
も寄せられました。しかし、出資金ふやしでは、目標２億 5,000 万円に対し
１億 2,444 万円、純増額 8,169 万円でした。

②新たな組合員管理システム導入により、組織活動全体を後押しするしくみを
整備しました。

健康づくり活動
①脳いきいき班会インストラクターと連携して班会での認知症予防活動を行いまし

た。
②健康チェックサポーター養成講座で「減塩」について学び、味噌汁塩分チェック

などの実習を行いました。
③５・31 ＷＨＯ世界禁煙デーのとりくみとして、病院・片品診療所・利根歯科診療

所で禁煙パンフとティッシュの配布を行いました。禁煙ポスター応募を利根沼田、
高山村の小・中学校に呼びかけ、沼田中学校７枚、多那中学校１枚の応募があり
ました。

④健康チェックでは 7,241 回のチェックが実施されました。いきいきサロンからの
健康チェック依頼も増えています。

⑤第６回 60 周年記念グラウンド・ゴルフ大会が 501 人の参加で開催。
⑥ 24 時間蓄尿塩分測定に 73 人が参加し、平均塩分は 9.75 ｇでした。また年２回

の大腸がんチェックを推進しました。
⑦ 60 周年企画として「歩行寿命を延ばすセーフティウォーキング」講座を開催し

ました。
まちづくり活動
①法人が群馬県の高齢者等消費被害防止に関する見守り協定を結びました。
②利根北支部でもたまり場づくりが進みました。
③あらたに「利根沼田周辺地域の生活実感と意識に関するアンケート」を作成、

実施しました。地域マップづくりは、井土上町で試行を始めました。
④自治体懇談を実施し、組合員の参加を呼びかけました。また、 須川支部と協

同で、みなかみ町社会福祉協議
会新治支所との連携相談を行い
ました。

⑤昨年から実施している放射線測
定を組合員やどんぐり保育園で
継続的に行いました。
ボランティア活動
①７月号機関紙から、みなかみ歯

科と片品診療所でも「利根の保
健」梱包作業が開始。支部役員
と事業所利用委員の協力でボラ
ンティアの輪がひろがりまし
た。

②知識向上と担い手の育成を目的とした第１回ボランティア学校を３回講座で
開催しました。

③ボランティア登録制度のお知らせを機関紙に掲載し募集しました。新たな応
募者は８人にとどまりました。

2015年度の方針

組合員活動
①くらしの助け合いとして、

支部の総合事業を具体化す
るため、先進的生協への理
事等の研修を企画します。

②支部ニュースづくり養成講
座を開催します。

③新病院健康プラザの活用を
含め、地域組合員の要望に
あった「たまり場づくり」
を追求し、ブロックでの事業化をめざします。

④学び合うことを大切にし、新コース（地域包括ケア、健康づくり）を中心と
した通信教育の組合員受講者を拡大します。

⑤「いのちの章典」を実践することで、いのちとくらしの安心づくりをすすめ
ます。

⑥生協活動を豊かにし、新病院建設を成功に導くため、組合員ふやし 1,200 人、
出資金ふやし３億 5,000 万円、班会開催 1,000 回（実班会 550 回）、機関紙
配布者ふやし 50 人を目標とします。増資目標は、新病院竣工記念増資を含め
た一坪増資 5,500 坪の超過達成で、７億円増資をやり上げます。

⑦新たな組合員管理システムを導入し、所在確認通知の発行や支部の協力で不
明組合員調査を実施し、組合員台帳の整理をはかります。
健康づくり活動
①健康に役立つ「健康チャレンジ」に取り組みます。地域の人々へ大募集を行い、

健康増進に役立てます。
②世界禁煙デーにポスターコンクールへの参加を広く呼びかけ、禁煙外来をア

ピールします。
③医療福祉生協の健康習慣（８つの生活習慣と２つの健康指標）の重点課題の

ひとつとして「口の健康」を位置づけ、「お口の健康週間」にとりくみ、「あ
いうべ体操」をさらに広めます。

④グラウンド・ゴルフ大会、ハイキングウォーキングを企画し、組合員さんと
の交流と健康増進をすすめます。

⑤「地域まるごと健康づくり」として、ＨＰＨ（健康増進活動拠点病院）活動
と共同で健診受診運動の啓発をはかり、班会での組合員健診の受診を広めま
す。また、健康チェックの目標数 9000 回チェックをめざします。

⑥脳いきいき班会をふやし、笑いヨガケア体操も広めます。
⑦セーフティウォーキング班会メニューを作成し、「ロコモティブシンドローム」

の予防と歩行寿命を延ばせるようとりくみます。
まちづくり活動
①安心安全のまちづくりを目指すため、以下の目標にとりくみます。

⑴ 2014 年度後半に実施したまちづくりアンケートの結果をまとめ、自治体、
社会福祉協議会、敬老会等、地域の関係機関との懇談に活用します。

⑵井土上町の地域マップを完成させ、マップづくりのノウハウを蓄積します。
その後、井土上をモデルケースとしたマップづくりを各地に提案、作製を
進めます。班や隣組レベルのものを基本として、住民の誰もが安心して暮
らすために役立つものを目指します。

②たまり場づくりやいきいきサロン開催を援助し、地域住民が交流するための
後押しを図ると同時に、関係機関との連携を強めます。

③これまで実施してきた見守り活動に加え、消費者被害を予防する観点から、
群馬県消費生活課や沼田警察署と連携し、啓発活動を行います。警察署の実
施する講演会の情報を周知する、支部やブロックの企画に講師を招く等の取
り組みを行います。

④自治体の実施したアンケートの情報を分析・比較し、各自治体の抱える課題
に一致した法人の事業展開案を提起します。また、官民双方のまちづくり関
係事業の情報収集を行います。

⑤委員の地元を中心に、放射線測定を 4 月と 10 月の年 2 回実施します。放射
線測定器具の貸出は今後も継続して行います。
ボランティア活動
① 9 月新病院開院にあたり、梱包の分散を視野にいれ準備にはいります。
②ボランティア学校を事業所のあるブロック単位で開催できるようすすめ、担

い手を育成します。
③ボランティア登録制度をすすめ、日常業務や行事等に協力できる体制を構築

します。
④案内係り、花壇整備、植栽などの新病院完成後を想定したボランティア活動

をすすめます。ボランティアの通勤方法も確保します。
⑤ボランティアの交流会や学習会・研修会などを合同でも開催できるようすす

めます。

人材の確保と育成

①医師、研修医、医学生の班会参加等、組合員との関わりを強め、医療生協・
民医連の理念に共感する、職員の確保と養成をすすめます。

②医療講演会・懇談会を企画し、医師と組合員との学習交流の場をつくります。
また、医師の労をねぎらう「ふるまい会」を引き続き行います。

③「くるみんマーク」（労働局子育てサポート企業）を取得し、とりわけ子育て
世代の働き易さを充実させ、人材確保をすすめます。

④医療職紹介カードの有効活用を再検討するなど、多くの組合員、職員から情
報収集して人材確保につながるとりくみをすすめます。

保健組織活動

一人は万人のために 万人は一人のために

カビによるアレルギー　梅雨入りすると、日照量が少ない多湿な時期となり、カビが繁殖し易くなります。
　　　　　　　　　カビもアレルギー症状の原因の一つです。こまめに清掃や換気をしましょう。

（３） 第549号2015年６月１日（毎月1回1日発行）

４月班会開催一覧
支部名 班　　名 班長 ・代表名 人数 班 会 内 容

沼田東 上原町 7-3 生方　輝房 4 生活習慣病のはなし
上原町 6-2 村田　定蔵 4 生活習慣病のはなし
材木町 1 小野　のぶ 4 お花見
材木町２ 大谷　好子 3 お花見
材木町 11-3 小林永久子 8 足指力チェック
西原新町 11-1 得能　淑子 5 加齢黄斑変性について
東原新町９ 染谷はるい 5 筋トレ・体操
東原新町５ 高橋　道子 5 筋トレ・体操

沼田北 いこい句会 永井　達郎 4 俳句会
利根北 高戸谷合同 加藤　眞喜 6 「認知症」の人と仲良くする方法

元気に歩こう会 加藤　眞喜 4 春を感じて歩こう
利根南 タナテクテクヤング 三代　芳恵 4 体操、体組成チェック・血管年齢
片　品 菅沼１ 戸丸　長太 5 認知症予防のはなし

菅沼２ 星野　　司 4 認知症予防のはなし
川　場 中野合同 藤井　峰子 3 指圧
利　南 上久屋馬場 織田澤澄世 5 エコノミー症候群のはなし
白　沢 尾合上 角田　梅子 6 大腸がんの話
昭和南 川額入原上 1 板橋きみ江 5 筋トレ・合唱

川額入原上 2 髙橋　マキ 6 筋トレ・合唱
川額入原下 1 堀沢　雅子 5 筋トレ・合唱
川額入原下２ 堤　　モリ 6 筋トレ・合唱
川額入原中２ 堤　　栄子 4 筋トレ・合唱

沼田西 薄根町 6-3 三ツ井久雄 5 オイターズ健康麻雀
薄　根 井土上町合同 1 久枝　　允 5 塩分の話・尿チェック

井土上町合同 2 知久ちょう 4 塩分の話・尿チェック
井土上町合同 3 中村　ちよ 4 塩分の話・尿チェック
硯田町上 佐藤　生一 5 骨粗しょう症について
硯田町下 金子　幸子 6 骨粗しょう症について
白岩町合同 田村　大吉 5 骨粗しょう症について

川　田 ひだまりの会 岡野　行男 10 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 10 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 10 健康マージャン広場
ひだまりの会 岡野　行男 7 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 5 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 6 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 6 業務用カラオケを楽しもう
ひだまりの会 岡野　行男 6 業務用カラオケを楽しもう
下川田町宮塚１ 深津　文子 3 ロコモティブシンドロームについて
下川田町宮塚２ 高橋　銀子 3 ロコモティブシンドロームについて

月夜野東 後閑上入 佐藤　　興 3 動脈硬化のはなし
後閑下入 渋谷　典子 4 動脈硬化のはなし
後閑合同 深津ハルイ 7 ゲートボール・お花見
政所合同 尾崎　雅子 5 セラバンド体操
真庭合同 真庭　利治 4 セラバンド体操
真庭合同 中村　秀夫 5 セラバンド体操
下牧原の中 山田八重子 3 お口の健康
下牧原－２ 高橋　ミネ 3 お口の健康
虹の会 木村かよ子 7 絵手紙教室
虹の会 木村かよ子 7 絵手紙教室

月夜野西 月夜野町組 12-1 長濱　水郎 4 食中毒について
月夜野町組 2-2 丸山　　功 4 食中毒について
月夜野橋下合同 岡田　完二 5 脳いきいき班会・体操

水　上 藤原明川・分譲地合同１ 大坪　義一 4 介護保険の説明
藤原明川・分譲地合同２ 朝倉　　薫 5 介護保険の説明

猿ヶ京 猿ヶ京合同 高橋よね子 10 リズム体操・ころばん体操
猿ヶ京合同 都丸　君子 9 リズム体操・ころばん体操

須　川 須川十二河原 富沢カヅエ 9 体組成チェック
須川２ 竹田つや子 5 認知症予防のはなし

職域・他 福寿草 岡嶋　禎子 7 筋トレ・ラジオ体操
福寿草 岡嶋　禎子 5 筋トレ・ラジオ体操
福寿草 岡嶋　禎子 5 お花見
福寿草 岡嶋　禎子 8 筋トレ・ラジオ体操
福寿草 岡嶋　禎子 6 筋トレ・ラジオ体操
フットサル班 綿貫　敦史 5 フットサル
フットサル班 綿貫　敦史 19 スノーボード交流

病棟・他 ふれあいの輪 片野美恵子 17 ストレッチ体操
どんぐり保育園 高橋いづみ 6 フッ素班会

総　計 67回 386人

利 根 の 保 健

イネ科による花粉症に注意　イネ科の植物は、背が低く、川沿い、堤防、水田などに生育します。背が低いため、飛散する距離が
　　　　　　　　　　　　　　　 スギより短いのが特徴です。水辺に近付かない、衣類の花粉を払ってから家に入ることなどを心がけましょう。

（２）第549号2015年６月１日（毎月1回1日発行）

①新病院及びサニーホームひまわりの開設準備に万全を期し、役職員と
組合員の協力で事業計画をやりあげます。

②組合員をはじめ地域の願いでもある特別養護老人ホーム建設に向け、
社会福祉法人の設立を応援します。

③ブロック活動で支部のとりくみを後押しし、支部・班の実践を自治体
や団体・個人と共有し、力を合わせて地域の安心づくりをすすめます。

④「いのちの章典実践ガイドライン」を指針とし、医科・歯科・介護事
業の質の向上をはかり、地域から求められる地域の安心づくりに貢献
します。

⑤被爆 70 年、戦後 70 年の年、憲法をくらしに活かし、平和を守り、
いのち輝く社会をつくるとりくみをすすめます。

2015年度 スローガン（案）2014年度のまとめと2015年度活動方針（案）
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60 周年企画　月夜野東支部　おたのしみ会
セーフティウォーキング講座

ボランティア学校

関信越ブロック組合員活動交流集会

医療・介護・福祉活動

2015年度の方針
【利根中央病院】

スローガン：病院理念の基、今年度は「質」
を見直す年。接遇は「仕上げ」の年。
①医療の質、業務の質、コミュニケーショ

ンの質をさらに磨きます。接遇改善、思
いやりのある対応のレベルアップを図
ります。

②新病院開設に向け準備を全職員ですす
め、移転と稼働を順調・安全にスター
トさせます。患者さま・利用者の通院
支援の整備もすすめます。

③地域唯一の総合病院として、急性期医
療の充実と新規開設する回復期リハビ
リ病棟を　中心とした在宅を支える医
療の拡充を目指します。

④新病院での安定稼働とかかりやすさを追求し、2016 年度に向けた経営課題の見通し
をつけます。

⑤ＨＰＨ活動とＳＤＨ（健康の社会的決定要因）を視点に、医療の質の向上と職員育成
をすすめ、安心して住みつづけられるまちづくり、職員が働きやすい病院づくりを目
指します。

【利根歯科診療所】
①安心・安全・信頼、納得、満足い

く歯科治療の追求を行います。切
れ目のない歯科医療を追求し、訪
問歯科診療を強化します。

②医療生協人としての教育活動、人
権を守る取り組みを強めます。

③臨床研修施設として単独型１名、
協力型 1 名の受け入れを行います

　歯学生への働きかけを強化し、臨
床研修施設として充実を図ります

④組合員の健康を守り生協の基盤強化のために組織活動の充実に努めます。生協の歯科
として地域での役割を果たします

⑤「食べることは生きる事」をスローガンに暮らしの中で医科・歯科・介護の連携を強
化します。「“食べる”を支援する歯科診療所」を目指します。

【片品診療所】
①地域包括ケアの担い手として、住民の医療・介護・福祉に積極的に対応します。また、

とね診療所をはじめ法人内事業所と連携し在宅医療を拡大しながら、地域社会を支え
る診療所を目指します。

②摂食機能訓練や睡眠時無呼吸症候群の治療、糖尿病患者の口腔ケアなど、医科歯科の
連携を強化します。

③病院や自治体との連携を強化し、地域住民の様々な要求に答えられるサービスの実現
を目指します。

④「高齢者にやさしい診療所」の学習会で得た知識を日々の業務に取り入れ、より利用
しやすい診療所を目指します。また、定期的に患者カンファレンスを行い職員間で情
報を共有し、より患者様の立場に立った医療を目指します。

⑤地域に開かれた連携拠点となる事業所づくりをすすめます。新たに診療所への通院支
援事業を開始します。

【生協みなかみ歯科】
①経営黒字を維持し、組合員の財産を守り発展させます。
②安全・安心・納得と地域の要望に応えられる歯科医療の追求を行います。
③医療生協職員、民医連加盟団体として成長するため教育活動に力を入れます。
④社会保障制度充実の呼びかけや組合員の健康を守る取り組みを継続します。
⑤生協の基盤強化のために組織活動の充実をよりいっそう継続します。

【とね在宅総合センター】
①利用者の立場に立ち、安心安全なサービ

スを提供し、質の向上と接遇改善に取り
組みます。

②介護報酬改定への対応と事業所間連携に
より、在宅総合センター全体で黒字を維
持します。

③診療所医師の増員により、外来診療及び
在宅診療の拡充を行います。

④サービス付き高齢者向け住宅開設の準備
を行い、１月に順調な事業運営を始めま
す。

⑤社会福祉法人、特養建設に向けた協力を行います。
⑥事業展開に向けて雇用の確保と育成に努めます。

＊介護事業委員会活動
①班会用の資料を作成し、支部や班での学習を進め、介護に関する意見収集に努めまし

た。組合員の声を集める活動は、まちづくり委員会のアンケート調査を活用します。
②自治体懇談に参加し、総合事業についての懇談を行いました。各自治体とも具体化は

これからであり引き続きの懇談が必要です。沼田市に特養の要望を出しました。
③学習については、介護施設の見学報告や介護学校の開催を行いました。
④「住み慣れた地域で安心して暮らしていける。」ことを目的に、跡地利用の活用など介

護事業について検討してきました。
⑤サブリース型サービス付き高齢者向け住宅の提案があり、2017 年１月開設を目指し

て準備を進めてきました。

新年度は
①サービス付き高齢者住宅の開設準備を入念に行い、開設、運営がスムースに行われる

ようにします。運営にあたってはボランティア等の組合員参加を呼びかけます。
②特養についての学習と情報収集を行い、社会福祉法人立ち上げと利用者の立場に立っ

た特養建設計画づくりに協力します。
③まちづくり委員会のアンケート及び組合員や地域住民の声を集めて、各地域にどんな

介護福祉・生活支援事業が必要なのかを明らかにし、新規介護事業（配食、障害者施設、
有償ボランティア等）についての検討を行います。

④自治体や各種団体との懇談を行い、特に新しい地域支援事業についての情報収集に努
めるとともに、できる分野での協力・共同を進めていきます。

⑤介護職員初任者研修、介護学校を計画通りに進め、自治体や有資格者と連携した学習
会や交流会を計画し、地域包括ケアを支える人を増やします。

第 32回赤ちゃん同窓会

歯と口の健康週間

とね老健　介護学校実習　おやきづくり

①憲法を学び活かす大運動として、講師養成の学習会、その後支部単位に役・職員が講
師となり憲法を学びました。また集団的自衛権行使容認の閣議決定に抗議し撤回を求
める「9 の日行動」では、利根沼田九条の会と連携して毎月 9 日に街頭宣伝にとりく
みました。

②原水爆禁止世界大会へ職員２人、国民平和大行進には 2 日間でのべ 150 人が参加しま
した。

③社保学校を 3 回開催し、福島へお米とカンパ金を届ける活動をしてきました。利根歯
科診療所では連携支部の沼田北・池田支部との合同研修旅行がおこなわれました。い
わてコープ主催の「ふれあいサロン支援」がはじまりました。

④群馬県高齢者運動連絡会が毎月開催され参加しました。日本高齢者大会には他団体と
協力して８人が参加しました。

⑤消費生協と連携し、利根保健生協独自で「新・総合事業」を中心に利根沼田全市町村
と高山村で自治体懇談を行い、のべ 70 人が参加しました。その後、みなかみ町社会
福祉協議会新治支所との連携相談などに発展、自治体との連携がすすみました。

⑥ユニセフ支援やバレンタイン行動などに継続してとりくみました。

新年度は
①利根沼田九条の会と連携した「9 の日行動」を継続し、憲法の平和的生存権を守り社

会保障の充実を求める活動に参加します。

②コープ等と連携し
た自治体懇談にと
りくみ、よりよい
地域づくりのため
に、地域支援事業
などとのかかわり
をすすめます。

③原水爆禁止世界大
会や国民平和大行
進 及 び 地 域 で の
平和を守る活動に
様々な団体と協同
し運動をすすめま
す。

④被ばく後 70 年、戦後 70 年にふさわしく、「利根の保健」機関紙に掲載された「戦争
体験記」を冊子として発行します。

⑤東日本大震災被災者支援活動に引き続きとりくみます。
⑥群馬県高齢者運動連絡会や日本高齢者大会に参加します。
⑦学習を中心とした社保学校の継続につとめます
⑧地域他団体と連携し、利根沼田社保協の再建を目指します。

9 の日行動

よ
う

　 

こ
そ

新
し
い
仲
間

▼
４
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て

113
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

４
月
の

新
加
入
者



か
か
り
つ
け

歯
科
医
院
で

定
期
検
診
を
！！

　

ブ
ラ
シ
の
形
は
柄
が
ま
っ
す
ぐ

で
毛
先
も
ま
っ
す
ぐ
カ
ッ
ト
さ
れ

た
も
の
、
さ
ら
に
毛
の
密
度
が
濃

い
も
の
が
歯
に
フ
ィ
ッ
ト
し
ま
す
。

ブ
ラ
シ
の
硬
さ
は
一
般
的
に
硬
め
、

普
通
、
や
わ
ら
か
め
の
３
種
類
が

出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
普
通
か
や

わ
ら
か
め
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

力
が
入
り
や
す
い
方
が
硬
め
で

磨
く
場
合
、
磨
け
た
気
が
し
な
い

と
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
、
歯
肉
を
傷
つ
け
退

縮
（
歯
肉
退
縮
→
図
１
）
さ
せ
た

り
、
歯
の
表
面
を
削
ら
せ
て
く
ぼ

ま
せ
て
（
楔
（
く
さ
び
）
状
欠

損
）
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
避
け

た
方
が
い
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
磨
く
と
出
血
す

る
場
合
、
痛
い
場
合
は
や
わ
ら
か

め
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

当
院
に
受
診
さ
れ
て
い
る
方
を

見
て
い
て
も
、
歯
肉
退
縮
や
、
楔

状
欠
損
の
方
、
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て

出
血
す
る
方
は
決
し
て
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
方
に

は
、
や
わ
ら
か
め
の
ブ
ラ
シ
を
使

用
し
、
少
量
の
歯
磨
き
粉
を
噛
み

合
わ
せ
の
面
で
泡
立
て
、
ブ
ラ
シ

の
毛
先
を
歯
の
先
端
の
方
に
傾
け

て
磨
く
方
法
を
推
奨
し
て
い
ま

す
。

　

歯
ぐ
き
に
毛
先
を
向
け
る
と
、

歯
ぐ
き
を
傷
つ
け
る
可
能
性
が
大

き
く
な
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で

す
。
毛
先
を
当
て
て
磨
く
磨
き
方

よ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
当
て
方
に

変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
た
り
方

が
弱
く
な
り
歯
や
歯
ぐ
き
へ
の
負

担
を
少
な
く
し
ま
す
。
当
院
で
も

そ
の
よ
う
な
方
に
お
ス
ス
メ
で
き

る
ブ
ラ
シ
の
販
売
も
始
め
ま
し

た
。

　

主
に
は
、
①
歯
と
歯
ぐ
き
の
境

目
、
②
歯
と
歯
の
間
、
③
奥
歯
の

噛
み
合
わ
せ
の
溝
、
④
義
歯
が
入

っ
て
い
る
方
は
金
属
の
バ
ネ
が
か

か
っ
て
い
る
歯
の
周
り
が
残
り
や

す
い
で
す
。
図
２
よ
り
赤
く
染
ま

っ
て
い
る
場
所
に
は
磨
き
残
し
が

み
ら
れ
ま
す
。

①
磨
き
残
し
が
な
い
よ
う

　

に
、
磨
く
順
番
を
決
め

　

る
。（
一
筆
書
き
を
す

　

る
よ
う
に
）

②
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
に

　

ブ
ラ
シ
を
あ
て
る
。

③
横
磨
き
。
歯
の
表
側
は

　

二
～
三
本
ず
つ
細
か
く

　

ブ
ラ
シ
を
横
に
動
か

　

す
。（
図
３
）

④
縦
磨
き
。
歯
の
裏
側
、

　

歯
が
重
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や

　

歯
の
間
は
ブ
ラ
シ
を
縦
に
し
て

　

一
本
ず
つ
磨
く
。

⑤
最
後
に
舌
で
触
っ
て
歯
の
表
面

　

が
ツ
ル
ツ
ル
し
て
い
る
か
確

　

認
。
鏡
で
確
認
し
て
も
良
い
で

　

し
ょ
う
。
補
助
用
具
も
使
い
ま

　

し
ょ
う
（
図
４
）

　

歯
ブ
ラ
シ
だ
け
の
手
入
れ
で

は
、
歯
の
間
の
磨
き
方
が
不
十
分

で
す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
フ

ロ
ス(

糸
よ
う
じ)

や
歯
間
ブ
ラ

シ
を
使
っ
て
確
実
に
プ
ラ
ー
ク
を

落
と
し
ま
し
ょ
う
。

　

フ
ロ
ス
は
歯
と
歯
の
間
の
す
き

間
が
な
い
方
に
。
歯
間
ブ
ラ
シ
は

歯
と
歯
の
間
に
す
き
間
が
あ
る
方

に
適
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
歯

間
ブ
ラ
シ
は
す
き
間
の
広
さ
に
よ

っ
て
サ
イ
ズ
が
異
な
る
の
で
注
意

が
必
要
で
す
。
い
ず
れ
も
１
日
１

回
毎
日
使
用
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
タ
フ
ト
ブ
ラ
シ
（
部

分
用
の
小
さ
い
ブ
ラ
シ
）
も
あ
り

ま
す
。
歯
が
重
な
っ
て
い
る
所
、

歯
の
裏
側
な
ど
磨
き
に
く
い
所
を

手
入
れ
す
る
に
は
効
果
的
で
す
。

フ
ッ
素
入
り
の
歯
磨
き
粉
も
使
っ

て
む
し
歯
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
一
般
的
な
選
び
方

や
方
法
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
個
人

個
人
の
体
調
や
加
齢
に
よ
る
機
能

の
低
下
で
日
々
お
口
の
中
も
変
化

し
て
い
く
の
で
、
適
し
た
道
具
や

磨
き
方
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
毎
日
歯
磨
き
を
し
て
い
て

も
、
唾
液
の
量
や
質
、
口
の
中
の

細
菌
数
、
歯
の
生
え
方
、
食
習
慣

な
ど
で
虫
歯
や
歯
周
病
の
リ
ス
ク

は
変
化
し
ま
す
。

　

定
期
検
診
を
利
用
し
て
、
そ
の

時
の
状
況
の
リ
ス
ク
の
説
明
や
対

応
に
際
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
て
、
虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
し

て
８
０
２
０
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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ブ
ラ
シ
の
選
び
方

図１　歯肉退出した歯茎

図２　磨き残しのある箇所

図４　歯を磨くための補助具 図３　縦磨きと横磨き

　
虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は
必
要
不
可
欠
な
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
。
完
全
に
歯
垢（
細
菌
の
塊
）を
落
と
す
に
は
、
個
人

個
人
の
歯
並
び
や
残
っ
て
い
る
歯
の
本
数
、
歯
ぐ
き
の
状
態

に
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
法
や
道
具
選
び
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
の
種
類
も
多
く
出
回
っ
て
お
り
、
ど
の
歯
ブ
ラ

シ
を
選
ん
だ
ら
い
い
の
か
迷
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
ん
な
方
に
適
し
た
歯
ブ
ラ
シ
や
磨
き
方

の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

利根歯科診療所
歯科衛生士

藤 井 愛 実

　

４
月
21
日
か
ら
22
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
い
わ
て
生
協
サ
ロ
ン
の

支
援
に
同
行
し
た
。
震
災
で
は
陸

前
高
田
市
で
も
多
く
の
犠
牲
者
が

出
て
お
り
、
二
十
万
の
人
口
を
抱

え
て
い
た
旧
市
街
で
は
、
八
千
戸

が
全
壊
し
て
い
る
。
主
産
業
で
あ

る
牡
蠣
等
の
養
殖
施
設
は
回
復
し

つ
つ
あ
り
、
嵩
上
げ
さ
れ
た
土
地

に
は
商
業
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い

た
。

　

二
日
目
は
仮
設
住
宅
の
集
会
場

に
て
住
民
と
懇
談
し
た
。
九
名
の

参
加
者
は
皆
元
気
の
い
い
人
た
ち

で
あ
っ
た
。
ア
パ
ー
ト
で
一
人
暮

ら
し
を
し
て
い
る
方
は
、
建
物
に

は
満
足
し
て
い
る
も
の
の
、
人
と

の
交
流
が
な
く
寂
し
い
と
話
し
て

い
た
。
ま
た
、
北
海
道
に
住
む
息

子
に
誘
わ
れ
移
住
を
検
討
し
た
老

夫
婦
も
い
た
が
、
故
郷
へ
の
思
い

は
断
ち
難
く
一
ヶ
月
ほ
ど
で
戻
っ

て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

近
隣
の
寺
も
見
学
し
た
。
命
日

が
平
成
23
年
3
月
11
日
と
刻
ま
れ

た
墓
石
が
い
く
つ
も
あ
り
、
涙
が

止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

総
代
一
期
目
、
高
山
支
部
長
。

昨
年
は
福
島
の
仮
設
住
宅
に
送
る

米
の
カ
ン
パ
に
も
参
加
。「
偶
数

月
26
日
の
夕
方
頃
、
高
山
温
泉
健

康
プ
ラ
ザ
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
て
い
る
の
で
、『
フ２
６ロ
の

日
』
に
は
ぜ
ひ
温
泉
に
お
越
し
く

だ
さ
い
」

高
山
支
部

　
登 

坂 

茂 

喜

陸
前
高
田
市
視
察
報
告

プ
ラ
ー
ク
が

残
り
や
す
い
場
所

プ
ラ
ー
ク
を

落
と
す
た
め
の

有
効
な
磨
き
方

横磨き

縦
磨
き

歯肉退縮

五
月
晴
白
花
赤
花
う
か
れ
舞
う

腹
見
せ
て
寝
ぬ
る
子
犬
よ
日
永
か
な

先

達
の
僧
の
説

法

夏

き
ざ
す

境

内
の
太

き

記

念

樹

夏
の
空

仕
事
道
今
日
の
う
ら
な
い
草
矢
射
つ

恵
み
雨
夜
半
の
目
覚
め
に
青
嵐

共
白
髪
杖
と
な
り
合
ふ
花
の
径

は
つ
な
つ
や
語
り
継
が
れ
し
小
松
姫

木
漏
れ
日
の
石
に
座
れ
ば
蟻
の
咬
む

川

鳴

る
ゝ
新

病

院

や

藤
の

花

立
ち
話
し
野
良
に
弾
む
や
風
薫
る

青
嵐
薄
根
の
大
桑
駆
け
抜
け
る

悲

話

残
る
武

将
の
墓
や

花

楓

燕

来

る

色
の

褪

せ
た
る

酒

林

新
入
生
元
気
階
段
駆
け
上
が
り

夜
の
帳
ほ
の
か
に
明

き
桜
か
な

花
い
か
だ
う
つ
く
し
く
も
あ
り
さ
み
し
く
も

沼
田
市
坊
新
田
町　

あ
べ
け
い
い
ち

沼
田
市
高
橋
場
町　

永
井　

永
陽

沼
田
市
高
橋
場
町　

片
桐　

初
恵

沼
田
市
高
橋
場
町　

片
桐　

佳
之

沼
田
市
高
橋
場
町　

生
方　

辺
秋

沼
田
市
高
橋
場
町　

木
暮　

一
夫

沼
田
市
桜
町　

名
胡
桃
董
光

沼
田
市
沼
須
町　

角
田
ひ
ろ
子

沼
田
市
栄
町　

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
新
町　

須
藤　
　

薫

沼
田
市
上
発
知
町　

田
村　

し
ま

沼
田
市
下
沼
田
町　

丸
岡　

勇
吉

沼
田
市
硯
田
町　

平
井
登
志
絵

沼
田
市
利
根
町
追
貝　

星
野　

英
子

沼
田
市
利
根
町
高
戸
谷　

金
子　

禧
子

沼
田
市
利
根
町
高
戸
谷　

加
藤　

楓
子

み
な
か
み
町
湯
原　

石
田
み
よ
子

バ
ー
ゲ
ン
へ
体
合
わ
せ
て
着
て
い
ま
す

無
知
恥
じ
ぬ
史
観
お
披
露
目
七
十
年

｢

組
合
員
証｣

に
毎
月
は
さ
む
出
資
金

自
動
車
を
売
れ
ば
米
が
返
り
く
る

沼
田
市
薄
根
町　
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手足口病　子供に多く見られる病気で、手、足、口の中だけにできる、水疱（発疹）が特徴です。唾液や便を介して感染しますので、
　　　　　手洗いなどの基本的な予防をしっかりしましょう。


